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GC/MS/NPD（窒素リン検出器）を用いた窒素化合物の分析

測定法 ：GC/MS
製品分野 ：環境・食品・バイオテクノロジ・医薬品・化粧品
分析目的 ：製品調査・組成評価・同定
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分析サービスで、あなたの研究開発を強力サポート！

GCによる窒素化合物の高感度分析

窒素化合物を含む試料をGCで分析する際にMS（質量分析計）とNPD（窒素リン検出器）を同時測定する
ことによりMSではピークとして現れない成分をNPDで検出し、その保持時間からMSスペクトルを取得し
て成分を定性することが可能です。本事例では含窒素化合物であるトリメチルアミンが微量に含まれる
試料をGC/MS/NPDで測定しました。MSではベースラインに埋もれていたピークがNPDで確認されたた
め、同一保持時間のマススペクトルからトリメチルアミンを定性することができました。

■GC/MS/NPD測定の事例

NPDを使うことで、埋もれたピークを見逃しません！
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NPDにより含窒素化合物の保持時間を取得

同保持時間の質量情報から成分を定性
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トリメチルアミン


